
5
月
29
日
の
総
会
も
終
了

し
、
年
内
に
行
わ
れ
る
事
業

が
本
格
的
に
動
き
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
主
な
概
要
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
か

ら
予
定
に
入
れ
て
置
い
て
頂

け
ば
と
思
い
ま
す
。

□
７
月
18
日

第
79
回
教
養
講
座

「
地
元
学
を
考
え
る
」

講
演

「
彫
刻
家
保
住
将
文
氏
が

語
る
『
メ
キ
シ
コ
と
日
本
』

比
較
文
化
論
」

13
時
30
分
〜
15
時

ま
ち
な
か
夢
工
房
２
Ｆ

オ
ア
シ
ス
広
場

□
7
月
19
日

石
彫
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
『
蒼
龍
伝
説
』
を
彫
る
」

（
予
約
申
込
要
）

10
時
〜
15
時

ふ
く
し
ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク

講
師
・
保
住

将
文
氏

（
メ
キ
シ
コ
国

チ
ャ
パ
ス

州
立
芸
術
科
学
大
学
准
教
授
）

参
加
費

各
日
五
百
円

（
資
料
代
・
材
料
費
）

メ
キ
シ
コ
在
住
の
彫
刻
家

保
住
将
文
氏
が
、
「
蒼
龍
伝

説
」
を
彫
る
た
め
に
帰
っ
て

き
ま
す
。
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の

シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

し
て
製
作
が
始
ま
り
４
年
目

を
向
か
え
ま
す
。
19
日
の
お

昼
に
は
、
メ
キ
シ
コ
料
理
や

焼
き
そ
ば
も
準
備
さ
れ
ま
す

の
で
楽
し
み
に
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

生
誕
百
周
年
記
念

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
映
画
祭

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
生
誕
百

周
年
を
記
念
し
、
映
画
祭
が

全
国
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
島
に
お
い
て
は
、
マ
ザ
ー
・

テ
レ
サ
の
誕
生
日
8
月
26
日

を
は
さ
み
開
催
さ
れ
ま
す
。

シ
ャ
ロ
ー
ム
の
会
員
で
も
あ

る
千
葉
茂
樹
監
督
の
最
新
作

「
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
と
生
き

る
」
も
公
開
さ
れ
ま
す
。

◇
公
開
作
品
－

○
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
神
様
の
た
め

に

（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
制
作
）

○
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
祈
り

生
命

そ
れ
は
愛

（
監
督
・
千
葉
茂
樹
）

○
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
遺
言

（
監
督
・
マ
ー
セ
ル
・
ハ
ウ
ア
ー
）

○
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
と
生
き
る

（
監
督
・
千
葉
茂
樹
）
本
邦
初
公
開

○
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
と
そ
の
世
界

（
監
督
・
千
葉
茂
樹
）

○
母
な
る
こ
と
の
由
来

（
製
作
・
監
督
ア
ン
・
ペ
ト
リ
、

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ペ
ト
リ
）

○
母
な
る
人
の
言
葉

（
製
作
・
監
督
ア
ン
・
ペ
ト
リ
、

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ペ
ト
リ
）

福
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い

て
、
連
日
入
替
制
に
よ
り
上

映
さ
れ
ま
す
。

前
売
券
：
一
回
券
九
百
円

二
回
券
千
六
百
円

時
間
等
詳
細
は
チ
ラ
シ
等

が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

「
ま
ち
な
か
夢
工
房
」
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
8
月
21
日
：
第
80
回
教
養

講
座
「
地
元
学
を
考
え
る
」

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
映
画
上

映
会
記
念
講
演

講
師
・
千
葉
茂
樹
氏

会
場
：
福
島
フ
ォ
ー
ラ
ム

13
時
〜講

演
の
み
は
入
場
無
料

▼
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
が
こ
の
世

に
生
ま
れ
て
百
年
、
こ
れ
を
記

念
し
て
「
生
誕
百
年
マ
ザ
ー
・

テ
レ
サ
映
画
祭
」
が
福
島
市
で

開
催
さ
れ
る
。
１
９
９
７
年
に

こ
の
世
を
去
り
、
13
年
が
過
ぎ

た
今
も
、
そ
の
魂
は
生
き
続
け

る
。
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
映
像

が
世
界
か
ら
集
め
ら
れ
、
8
月

の
21
日
か
ら
27
日
ま
で
の
一
週

間
の
中
で
7
本
が
上
映
さ
れ
る
。

生
前
の
姿
が
蘇
る
。
▼
「
愛
の

反
対
は
憎
し
み
で
は
な
く
無
関

心
で
す
。
」
人
は
無
関
心
に
な

る
と
感
情
が
消
え
、
顔
か
ら
表

情
が
消
え
て
い
く
。
自
分
と
は

住
む
世
界
が
違
う
で
き
ご
と
だ

と
思
う
と
無
関
心
に
な
る
。
自

分
と
は
違
う
「
障
が
い
者
」
と

い
う
人
た
ち
が
い
る
と
思
う
と

無
関
心
に
な
れ
る
。
人
は
、
一

人
一
人
能
力
が
違
い
、
性
格
も

違
う
。
個
人
差
は
あ
る
が
「
障

が
い
者
」
と
い
う
集
団
は
見
当

た
ら
な
い
。
▼
お
互
い
に
関
心

を
持
ち
、
不
足
を
補
い
合
い
な

が
ら
共
に
生
き
て
い
く
。
そ
ん

な
当
た
り
前
の
生
き
方
を
実
践

す
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
、
現

代
こ
そ
異
常
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
今
、
改
め
て
マ
ザ
ー
・
テ

レ
サ
を
通
し
て
、
み
ん
な
で

「
愛
」
の
意
味
を
考
え
た
い
も

の
で
あ
る
。
（
Ｔ
・
Ｏ
）
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愛

の

メ

モ

帳

総
会
が
終
わ
り
年
内
事
業
が
本
格
始
動
！

●
七
月

７
月
18
日
（
日
）

〜
19
日
（
月
・
祝
日
）

●
八
月

8
月
21
日
（
土
）

〜
8
月
27
日
（
金
）



6
月
26
日
の
第
78
回
地

元
学
は
、
講
師
に
清
水
修

二
氏
（
福
島
大
学
副
学
長
）

を
招
き
、
「
『
嘘
と
笑
い
』

の
効
用
に
つ
い
て
」
と
い

う
題
で
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
清
水
氏
の

専
門
は
財
政
学
や
地
域
論

な
ど
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
笑
い
に
も
造
詣
が
深

く
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
回
の
地
元
学
は
時
折
笑

い
が
漏
れ
る
よ
う
な
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

清
水
氏
は
笑
い
の
分
類

を
15

に
分
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
具
体
的

な
例
を
あ
げ
て
説
明
を

さ
れ
ま
し
た
。
笑
い
に

つ
い
て
、
僕
は
分
類
な

ど
考
え
た
事
も
な
か
っ

た
の
で
新
鮮
な
気
持
ち

で
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

講
義
を
受
け
る
う
ち
、

自
分
が
面
白
い
と
感
じ

る
笑
い
が
ど
う
い
っ
た

も
の
な
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
事
も
興
味
深

く
思
い
ま
し
た
。

最
近
笑
う
機
会
も
あ
ま

り
な
く
、
楽
し
く
毎
日
を

過
ご
す
と
い
う
こ
と
も
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

回
た
び
た
び
笑
い
な
が
ら

楽
し
く
講
義
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
清
水
氏

は
「
人
は
笑
っ
て
い
る
時

が
一
番
幸
せ
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
少

し
幸
せ
に
な
れ
た
地
元
学

で
し
た
。
（
文
責

玉
川
）
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一
面
よ
り

未
来
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

会
場
：
福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

「
女
と
男
の
未
来
館
」

シ
ャ
ロ
ー
ム
よ
り
の
参
加
企
画
を

含
め
、
県
民
参
加
企
画
に
よ
り
行
わ

れ
ま
す
。
市
民
活
動
を
知
る
良
い
機

会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

生
命
の
尊
さ
を
描
い
た
「
こ
ち
ら
は

タ
マ
ゴ
」
と
い
う
千
葉
茂
樹
監
督
製

作
の
ア
ニ
メ
映
画
が
メ
イ
ン
企
画
と

し
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

□
10
月
27
日

ま
ち
な
か
夢
工
房
７
周
年
記
念

感
謝
祭

□
11
月
6
日

共
に
生
き
る
仲
間
た
ち
の

コ
ン
サ
ー
ト

こ
れ
以
外
に
も
他
団
体
と
の
協
力

参
加
事
業
が
た
く
さ
ん
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
会
報

や
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ

ん
で
お
誘
い
合
わ
の
う
え
参
加
し
て

頂
き
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
シ
ャ
ロ
ー
ム

第
78
回
地
元
学
を
考
え
る

「
『
嘘
と
笑
い
』
の
効
用
に
つ
い
て｣

講
師

清
水
修
二
氏

1日目・講演

｢彫 刻家 ・保 住将 文 氏が 語る

『メ キ シコ と日 本』 比 較文 化論 ｣

期日 22年7月 18日 （日 ）

時間 １ ３： ３ ０～ １５ ：０ ０

場所 ま ちな か 夢工 房2階

オ アシ ス広 場に て

２日目・石彫ワークショップ

『蒼 龍伝説』を彫る

期日 22年7月1９日（月・祝 ）

時間 １０：００～１５：００

場所 ふくしまスカイﾊﾟｰｸ

屋外での活動をしやすい服装でご参加ください。

第 79 回 ｢地 元 学を 考える ｣の ご案内

◆講 師 保 住 将 文 氏
（メ キ シ コ ・チ ャ パ ス 州 立 芸 術 大 学 准 教 授）
◇参加費：各日 ￥500（資料代･材料費）

◇1日目の講演には定員はございません。事前申込な
しでもご参加いただけます。
◇2日目：ワークショップ・定員20名）事前申込必要

●
九
月

９
月
４
日
（
土
）
〜
５
日
（
日
）

●
十
月

●
十
一
月



6
月
13
日
、
福
島
大
学

に
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
学

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
ご

存
知
の
と
お
り
、
シ
ャ
ロ
ー

ム
で
は
福
島
県
で
シ
ネ
リ

テ
ラ
シ
ー
の
実
践
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
活
動
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

す
で
に
学
校
教
育
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が

現
在
、
福
島
で
は
ま
だ
ま

だ
教
育
の
現
場
で
本
格
的

に
映
像
を
取
り
入
れ
た
教

育
は
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。福

島
で
は
、
当
法
人
シ
ャ

ロ
ー
ム
で
映
画
制
作
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
回
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
制
作

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
１
回

行
い
ま
し
た
。
昨
年
は
福

島
型
シ
ネ
リ
テ
ラ
シ
ー
の

実
践
報
告
の
本
も
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
東
京
大
学

大
学
院
のM

E
I
L
EX
P
O

に

２
０
０
９
、
２
０
１
０
と

2
回
出
展
し
、
シ
ネ
リ
テ

ラ
シ
ー
の
実
践
報
告
を
し

て
お
り
ま
す
。

シ
ャ
ロ
ー
ム
で
は
、
中

学
生
や
高
校
生
と
い
う
よ

う
に
参
加
者
を
限
定
せ
ず

に
そ
の
地
域
に
住
む
人
な

ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
と

い
う
形
を
と
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
ロ
ー
カ
ル
で
活

躍
す
る
テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト

や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ど

メ
デ
ィ
ア
露
出
の
多
い
タ

レ
ン
ト
に
も
協
力
し
て
も

ら
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
色
々
な
人
た
ち
を

巻
き
込
み
な
が
ら
映
画
を

作
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域

活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。

子
ど
も
達
の
教
育
の
み

な
ら
ず
地
域
に
住
む
人
々

に
も
シ
ネ
リ
テ
ラ
シ
ー
は

大
変
効
果
の
あ
る
も
の
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

福
島
大
学
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
い
て
、
こ
う
い
っ
た

実
践
報
告
が
で
き
た
こ
と

は
、
シ
ネ
リ
テ
ラ
シ
ー
の

普
及
に
貢
献
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

今
年
は
残
念
な
が
ら
映

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い

う
形
で
映
画
つ
く
り
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
今
後
こ
う

い
っ
た
報
告
の
場
を
よ
り

多
く
し
、
シ
ネ
リ
テ
ラ
シ
ー

の
普
及
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
結
果
と

し
て
共
に
生
き
る
ま
ち
、

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
責

佐
藤

憲
吉
）
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２
０
１
０
年
度
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
学
会
全
国
大
会

12
日
（
土
）
桜
の
聖
母
短
期
大
学

13
日
（
日
）
福
島
大
学

毎年恒例、お中元セール
『む…これはうまい』（おせんべい） 24包48枚入1000円 、36包72枚入1500円

をシャローム会員限定で１０％オフで販売中。
日頃お世話になっている方への、感謝のしるしにお中元。

シャロームの会員である傷がいを持つ仲間のやさしい詩が表面に焼きこまれているおせんべいです。

箱詰め、包装等ご相談ください。 まちなか夢工房 ０２４－５２４－２２３０

6
月
5
日
、
あ
だ
ち
共

労
育
成
園
さ
ん
で
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
ガ
ー
デ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

シ
ャ
ロ
ー
ム
で
は
毎
年
当

行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
私

は
初
め
て
の
参
加
で
、
同

じ
く
初
参
加
の
UD
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
の
高
野
さ
ん
と

２
人
で
伺
い
ま
し
た
。

パ
ン
、
焼
き
菓
子
等
を

10
ば
ん
じ
ゅ
う
持
っ
て
い
っ

た
の
で
す
が
、
パ
ン
を
広

げ
始
め
る
と
す
ぐ
に
み
な

さ
ん
来
て
く
だ
さ
り
、
お

か
げ
さ
ま
で
パ
ン
は
全
て

完
売
！
！
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
完
売
の
後

も
「
も
う
パ
ン
な
い
の
？
」

と
来
て
く
だ
さ
る
方
が
た

く
さ
ん
い
て
下
さ
り
、
本

当
に
感
謝
で
す
。

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
私
達
の
隣
の
ブ
ー
ス

で
佐
藤
園
長
さ
ん
が
、
み

ず
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
販
売
を

し
て
お
り
、
た
い
へ
ん
繁

盛
し
て
い
ま
し
た
！
な
か

な
か
ゆ
っ
く
り
ガ
ー
デ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
を
堪
能
し
て

回
る
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○5月31～18日 福島市立養護学校職場体験 1名

○6月5日 あだたらガーデンパーティ参加 2名
○６月7日もちずりワークでのひまわりの種まき参加 7名

○6月10日 県立盲学校職場見学 ４名

○6月12・13日 オーストラリア学会全国大会へ

シネリテラシーの実践参加 延14名

○6月15日 門前市 2名

○6月22日 福祉研究会 7名

○6月26日 第78回地元学「嘘と笑いの効用について」

福島大学副学長 清水修二氏 30名

○7月2日 未来館ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ会議 1名
○7月8日 福島市男女共生のつどい実行委員会 2名

○7月14日 福祉研究会

○7月15日 門前市

○7月18日 第78回地元学

「メキシコと日本 彫刻その比較文化論」
メキシコ国チャパス州立大学准教授 保住将文氏

○7月19日 石彫りﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ体験「蒼龍伝説を彫る」

福島市農道空港スカイﾊﾟｰｸ内 指導 保住将文氏

○7月24日 第3回未来館ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ会議

○8月8日 大波地区ひまわり祭

○8月11日 福祉研究会

○8月21日 第80回地元学 千葉茂樹氏

～27日 マザー・テレサ映画祭

活動報告5月31日～

～夢工房より～
皆様、いかがお過ごしでしょうか、まちなか夢

工房では、職場体験や見学の受け入れが増え、毎
日たくさんの学生さんで賑わっています。今回
は、見学の感想をいただきましたのでご紹介しま
す。福島県立盲学校の生徒２名からいただきまし
た。
まちなか夢工房様 さとうかずき
東北地方も梅雨入りしましたがいかがお過ごしで
しょうか。先日はお忙しい中、私たちに工房内を
見学させていただきありがとうございました。私
たちは障がいを持っているので、どんな仕事にも
つけないと思っておりましたが、見学をさせてい
ただき障がいのあるなしに関係なく皆さま生き生
きと働いておりました。その姿を見て、障がいか
ら逃げずに進んで行かなければならないと感じま
した。今回、シャロームという団体について説明
をしていただきました。お話をお聞きして、障が
いを持つ方のために様々な取り組みをされており
機会があればまた見学をさせていただきたいと思
いました。本当にありがとうございました。

以上、とても心温まる、嬉しいお手紙でした☆

生誕100周年記念
マザーテレサ
映画祭 開催

マザーテレサ生誕100周年記念として、福島フォー
ラムにて映画祭が開催されます。シャロームで
は、当法人の会員であり、日本人として初めて彼
女の撮影を許された千葉茂樹監督を映画祭の初日
にお招きし、第80回教養講座「地元学を考える」
の記念講演としてお話を頂戴いたします。また、
今回は千葉茂樹監督の初公開作品「マザー・テレ
サと生きる」が上映されます。映画祭も一週間開
催いたしますので、是非この機会に会員の皆様
も、マザーテレサの世界に触れていただければと
思います。

日時：2010年8月21日（土）～8月27日（金）
会場：フォーラム福島

上映作品
A）マザー・テレサと生きる
B）生命それは愛/マザー・テレサとその世界
C）母なる事のなる事の由来
D）マザー・テレサの遺言
E) 母なるひとの言葉

上映予定：
21日（土）13：00～
第80回 教養講座「地元学を考える」
1.千葉茂樹監督 記念講演
2.特別上映
「すばらしいことを神さまのために」

本邦初公開！～入場無料
14：30～A）「マザー・テレサと生きる」
22日（日）10：30～
A)「マザー・テレサと生きる」入替
B)「生命それは愛」・
B)「マザー・テレサとその世界」（２本立て）
23日（月）10：30～
A)「マザー・テレサと生きる」入替
C）「母なることの由来」
24日（火）10：30～
A)「マザー・テレサと生きる」入替
D)「マザー・テレサの遺言」
19：00～D)「マザー・テレサの遺言」
25日（水）10：30～
A）「マザー・テレサと生きる」入替
B)「生命それは愛」・
B)「マザー・テレサとその世界」（２本立て）
19：00～B)「マザー・テレサとその世界」
26日（木）10：30～
A)「マザー・テレサと生きる」 入替
C)「母なることの由来」
19：00～
C）「母なることの由来」
27日（金）10：30～
A)「マザー・テレサと生きる」 入替
E)「母なるひとの言葉」
19：00～E)「母なるひとの言葉」
料金：前売券 １回券900円 ２回券1600円
当日券 一般1200円
学生・シニア・障がい者1000円

真夏。子供たちの夏休みも近い。今年は何

回海に行けるだろうか。毎年、気付くとお盆

が来て、盛夏は過ぎ去っていたというパターンが多く、

気付くとお盆。この子たちの今年の夏は来年は無い。今

年できることを精一杯やってやりたい。（M.S)

編集後記

活動予定7月15日～
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